
共通問題は受験者全員が解答しなさい。 

2ページ以降は各々の希望する専攻分野の問題のみ選択し、解答しなさい。 

問題に対する全ての解答は、解答用紙の指定された場所に記入しなさい。 

【共通問題】 

【問題Ⅰ】 

少子高齢化の進展、医療技術の進歩、個人の価値観の多様化に伴い、看護職者として、

最善の看護を提供するためには、専門職として更なる能力の向上が求められている。そ

こで、自分の領域あるいは職場の特徴を鑑み、これからの看護職者に求められる能力と

は何か、その理由も含めて、あなたの考えを述べなさい。 
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【慢性看護学分野】 

【問題Ⅱ】 

慢性疾患を有する患者の「浮腫」に関する以下の設問に解答しなさい。なお、解答はで

きるだけ具体的に記述しなさい。 

問 1 「浮腫」を引きおこす慢性疾患を一つ挙げ、その原因を記述しなさい。 

問 2 問 1 の慢性疾患を有する患者の「浮腫」が健康に及ぼす影響を記述しなさい。 

問 3 問 1 の慢性疾患を有する患者の「浮腫」に対する看護を記述しなさい。 

【問題Ⅲ】 

あなたの博士前期課程入学後の研究課題について、下記の問いに答えなさい。なお、

解答用紙には「問 1」、「問 2」、「問 3」、「問 4」と記入し、解答はできるだけ具体的に記

述しなさい。 

問 1 研究テーマ 注：40 文字以内、副題なしで記載する 

問 2 序論（問 1 を選んだ理由となる社会的背景と研究目的）注：10 行以上記述する 

問 3 研究方法（研究デザイン・研究対象者の選定基準と除外基準・データ収集方法・ 

データ分析方法） 

問 4 倫理的配慮 
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【精神看護学分野】 

【問題Ⅱ】 

2004 年（平成 16 年）に「精神保健医療福祉の改革ビジョン」が示されて以降、日

本では、精神障害者の地域移行および地域生活の実現を目指して、法制度の整備や医

療制度の改革が進められてきた。それから約 20年が経過した現在も、なお解決されて

いない課題や、新たに浮上した課題が山積している。あなたが主に従事しているフィ

ールド（病院、あるいは地域など）において、現在直面している課題について１つ取

り上げ、説明しなさい。また、その課題を解決、または軽減するために必要と考える

方策について、あなたの意見を述べなさい。 

【問題Ⅲ】 

精神科医療の分野では、薬物療法、精神療法、リハビリテーション、看護ケアにお

いて、新しい治療法が開発され、あるいはこれまでの治療法が見直され、その有効性

を裏付けるエビデンスの蓄積が進んでいる。あなたが主に従事しているフィールド（病

院、あるいは地域など）において導入されている新たな治療法について１つ取り上げ、

概説しなさい。また、その治療法における看護援助の在りかたと、援助を提供する際

に直面する課題について説明しなさい。 

※問題Ⅱの解答内容とは異なる内容とし、重複を避けて記述しなさい。 
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【老年看護学分野】 

【問題Ⅱ】 

あなたがこれまでに経験した臨床や実習の中で、「高齢者の尊厳」が脅かされそうにな

った、あるいは守られたと感じた場面を一つ挙げ、その状況を具体的に述べなさい。そ

の上で、当時の自分の関わりを振り返りながら、高齢者の尊厳を守るためにどのような

看護が必要であったと考えるか、あなたの考えを論じなさい。 

回答においては、特定の個人や施設が特定されないよう配慮して記述すること。また、

事例の説明は簡潔にし、主としてあなたの考察を中心に述べること。 
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